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東
亜
同
文
書
院
記
念
セ
ン
タ
ー
の
発
足
に
寄
せ
て

愛
知
大
学
の
建
学
精
神
の
再
構
築
l
1
l

て
愛
知
大
学
と
東
亜
同
文
書
院
の
再
認
識

愛
知
大
学
の
創
設
と
東
亜
同
文
書
院
大
学
の
関
係
は
、
創
設

当
時
に
お
い
て
、
必
ず
し
も
良
好
で
は
な
か
っ
た
。
後
述
す
る

よ
う
に
問
題
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
口
最
近
に
な
っ
て
東
亜
同
文

書
院
に
つ
い
て
、
筆
者
が
強
い
関
心
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
東
西
の
冷
戦
構
造
が
崩
壊
す
る
と
と
も
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

対
立
時
代
が
終
駕
し
た
歴
史
的
背
景
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
愛

知
大
学
の
「
生
み
の
親
的
存
在
」
の
「
東
亜
同
文
書
院
大
学
の

存
在
意
義
」
と
愛
知
大
学
の
関
係
を
認
識
す
る
こ
と
が
U

・
I

（
ユ
ニ
パl
シ
テ
ィ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
か
ら
み
て
必
要
だ

と
感
じ
た
。

具
体
的
に
は
、
東
亜
同
文
書
院
の
初
代
院
長
の
「
根
津
院
長

前
愛
知
大
学
学
事
担
当
課
長
大
野
石

六
四
回
忌
」
に
参
列
（
一
九
九
0

・
凹
・
一
五
）
し
た
の
を
機
に
、

埼
亜
神
社
の
村
上
祭
主
と
の
出
会
（
一
九
九
0

・
四
・
二
二
）
、

白
城
大
内
暢
三
翁
顕
彰
碑
〈
風
白
水
の
哲
学
〉
除
幕
式
へ
参
列

（
一
九
九0
・
五
・
二
七
）
お
よ
び
東
亜
同
文
書
院
大
学
史
（
一

九
九
0

・
五
・
二
四
、
福
友
会
総
会
）
の
入
手
が
契
機
に
な
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
私
が
靖
亜
神
社
の
春
季
大
祭
に
参
加
し
た
結
果
、

愛
大
創
設
の
動
機
・
経
緯
と
同
文
書
院
と
の
事
実
関
係
が
部
分
的

で
は
あ
る
が
確
認
で
き
た
。
と
り
わ
け
本
間
喜
一
先
生
な
ど
に
よ

る
創
設
当
時
の
苦
衷
・
苦
悩
の
片
鱗
が
伺
え
た
。

本
問
先
生
の
同
文
書
院
院
長
と
し
て
の
責
任
感
に
つ
い
て
は
、

岩
田
冷
鉄
氏
が
「
同
文
書
院
の
学
燈
を
点
し
続
け
た
異
色
の
教
育

家
・
本
間
喜
一
先
生
」
と
業
績
を
賛
え
た
追
悼
文
の
な
か
で
、
同

文
書
院
と
愛
知
大
学
の
関
係
に
つ
い
て
訴
え
た
個
所
を
引
用
し
て



お
く
。

「
霞山
会
の
前
身
近
衛
篤
踏
を
初
代
会
長
と
す
る
東
亜
同
文

会
は

、

同
文
自
院
の
東
京
に
お
け
る
本
部
で
あ
っ
て
、
書
院
と

表
装
一
体
機
能
を
発
帰
し
た
。

換
言
す
れ
ば
東
亜
同
文
会
存
在

の
意
義
は
、
生
き
た
人
間
を

作
る
同
文
書
院
と
一
体
で
あ
る
こ

け
れ
片
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幻
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と
に
あ
っ
た

。

そ
の
意
味
で
も

、

愛
知
大
学
と
霞
山
会
と
は
戦
後
解
体
財
閥

等
の
旧
態
回
復
同
様

、

自
動
的
に
本
来
の
関
係
に
復
帰
す
べ
き

で
あ
っ
た
。

し
か
る
に
両
者
は

、

既
に
理
事
交
換
等
関
係
を
深

め
て
い
る
け
れ
ど
も

、

未
だ
完
全
に
は
旧

に
戻
ら
ぬ
憾
が
あ
る
。

こ
の
ま
ま

で
は
霞
山
会
は

社
交
ク
ラ
ブ
、
愛
知
大
学
は
地
方
大

学
に
な
る
こ
と

な
し

と
し
な
い
。

先
人
の
偉
業
を
護
り
育
て
る

為
に
も
両
者
の
関
係
回
復
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い

。
」

愛
知
大
学
の
設
立
者
故
本
間
喜
一
先
生
の
苦
衷

、

苦
悩
は

、

「
同
文
書
院
廃
校、

愛
大
創
設
」
当
時
の
回
想

（東
亜
同
文

書
院

同
窓
会
の
機
関
誌

『福
友
第
四
一
号
」昭
和
五
三
年
）
の
中
に
伺

い
知
る
事
が
で
き
る。
敗
戦
と
い
う
混
乱
を
リ
ア
ル
に
述
べ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
が

、

浅
川
｛
子
非
才
の
私
で
は
困
難
で
あ
る
。

こ
の
東
亜
同
文
舎
院
大
学
と
愛
知
大
学
と
の
関
係
を

、

永
井
道

雄
氏
（
元
文
部
大
臣
）
は
朝
日
ジ
ャー
ナ
ル
編
集
部
編

『大
学
の

庭
（
上
）
」
（
弘
文
堂昭
和
三
九
年
）
で
「
愛
知
大
学
：
：
：

中
国
へ

の
情
熱
」
と
題
し
て
愛
知
大
学
の
創
立
の
背
後
に
同
文書
院
が
在

っ
た
こ
と
を
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

「
東
亜
同
文
書
院
は、
明
治
三
四
年

、

近
術
霞
山
公
の
主
唱

に
よ
っ
て
上
海
に
設
立
さ
れ
た
が
、

そ
の
歴
史
は

、

日
本
の
対

中
国
政
策
の
歴
史
と

同
様
に
複
雑
で
あ
っ
た
。

西
洋
の
識
者
の

あ
い
だ
に
は
、
同
文
書
院
を日
本
の
大
陸
進
出
の

知
的
拠
点
と

み
る
見
解
が
強
い
が

、

も
ち
ろ
ん
、

歴
史
は
、
そ
の
よ
う
に
単

純
な
も
の
で
な
か
っ
た

。

孫
文
自
ら
が
記
す
と
こ
ろ
に
よ
る
と

、

中

国
の
革
命
に
参
加
し
た
日

本
人
は
少
な
く
な
い
が
、
そ
の

一

人
、

山
田
良
政
は
、
同
文
書
院
の
初
期
の
有
力
な
指
導
者
で

あ
っ
た
。

そ
れ
以
後
同
文
書
院
は
、
比
較
的

、

軍
部
に
対
し
批
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判
的
な
立
場
を
取
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
日
本
の
大

陸
支
配
が
お
こ
な
わ
れ
た
、
た
だ
な
か
に
あ
っ
た
大
学
と
し
て
、

歴
史
の
歯
車
に
ま
き
こ
ま
れ
る
面
が
あ
っ
た
こ
と
も
否
定
で
き

な
い
こ

ま
た
、
濯
友
会
会
員
の
藤
岡
瑛
氏
（
三
三
期
）
は
、
こ
こ
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
山
田
良
政
を
と
り
あ
げ
、
「
大
旅
行
誌
雑
感
」

（
「
耀
友
第
五
人
号
』
一
九
九
O
年
五
月
）
で
同
文
書
院
関
係
の
文

化
遺
産
に
関
し
て
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
新
た
な
問
題
提
起

〈
同
文
書
院
記
念
会
館
の
創
設
問
題
〉
と
関
連
す
る
事
項
で
あ
る
口

そ
こ
で
藤
岡
氏
は
、
次
の
よ
う
に
山
田
順
造
、
村
上
武
両
氏
が
保

管
し
て
い
る
資
料
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
三
八
期
の
山
田
順
造
氏
が
山
田
良
政
・
純
三
郎
両
先
輩
の

事
歴
を
中
心
に
家
系
誌
的
資
料
を
編
集
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

は
、
書
院
外
史
と
し
て
は
貴
重
な
材
料
と
な
ろ
う
。
氏
は
同
時

に
山
田
家
所
蔵
の
中
国
関
係
資
料
の
永
久
保
存
の
方
策
も
考
え

て
お
ら
れ
る
。
そ
の
完
成
を
望
む
の
は
ご
当
人
だ
け
に
限
ら
れ

て
は
な
る
ま
い
。
ま
た
、
靖
亜
神
社
の
祭
主
村
上
武
氏
が
、
ご

尊
父
一
八
期
村
上
徳
太
郎
氏
の
遺
志
を
継
ぎ
、
根
津
院
長
は
じ

め
頭
山
家
の
資
料
な
ど
を
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も

敬
服
し
て
や
ま
な
い
。
」

そ
れ
ら
資
料
の
保
管
に
は
、
公
私
協
力
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
財
団

法
人
方
式
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
（
太
字
は
筆
者
、
以
下
同
じ
）

二
、
愛
知
大
学
の
創
立
と
東
車
両
文
書
院
の
関
係

愛
知
大
学
の
創
設
後
は
東
亜
同
文
書
院
の
関
係
者
と
は
、
必
ず

し
も
意
思
疎
通
が
あ
っ
た
と
は
言
え
ず
、
む
し
ろ
無
関
係
で
あ
る

と
の
見
解
が
強
か
っ
た
。
こ
れ
を
、
福
友
会
編
『
東
亜
同
文
書
院

大
学
史
』
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
戦
後
の
一
時
期
に
は
、
極
め
て
疎
遠
に
な
っ
た
時
代
が
あ

っ
た
。
そ
の
原
因
に
つ
い
て
、
旧
大
学
史
に
は
「
同
文
会
清
算

の
際
の
諒
解
事
項
に
よ
り
、
同
会
の
残
余
財
産
は
、
将
来
書
院

出
身
者
が
中
核
と
な
っ
て
結
成
す
る
後
継
団
体
に
移
譲
さ
れ
る

筈
で
あ
っ
た
の
に
、
清
算
人
の
怒
意
的
な
扱
い
で
、
財
産
の
一

部
が
寄
附
の
形
で
愛
知
大
学
に
持
ち
去
ら
れ
た
（
注
）
」
こ
と

に
あ
る
旨
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
当
時
福
友
会
は
、

同
大
学
と
旧
東
亜
同
文
書
院
大
学
と
の
聞
に
何
ら
の
連
絡
関
係

が
な
い
旨
を
、
広
く
各
方
面
に
対
し
声
明
し
た
。

〈
注
〉
本
件
は
す
で
に
円
満
解
決
済
み
の
こ
と
で
あ
る
が
、
参

考
の
た
め
、
元
愛
大
教
授
鈴
木
揮
郎
（
日
）
の
説
明
を
附
記
し

て
お
く
（
前
掲
座
談
会
記
録
の
要
約
）
。

（l
）
同
文
会
か
ら
第
二
封
鎖
預
金
（
現
金
化
後

n
万
円
）
の

寄
附
を
受
け
た
が
、
こ
れ
は
書
院
大
学
の
残
務
整
理
を
愛
大
に

委
嘱
し
た
た
め
と
思
う
。
愛
大
で
は
こ
の
金
を
特
別
会
計
と
し

て
保
管
し
、
残
務
整
理
と
書
院
同
窓
会
関
係
の
み
に
使
用
し
て

い
る
。

（2
）
愛
大
設
立
の
際
、
図
書
整
備
の
必
要
の
た
め
、
同
文
会

か
ら
霞
山
文
庫
の
図
書
を
借
用
し
た
が
、
後
日
（
お
年4
月
）

同
文
会
の
後
身
で
あ
る
霞
山
会
か
ら
買
い
受
け
た
。

（3
）
書
院
大
学
の
教
授
た
ち
が
作
製
し
た
中
国
語
辞
典
原
稿

カ
l

ド
の
愛
大
帰
属
が
問
題
に
さ
れ
た
が
、
こ
の
カ
l

ド
は
戦

後
書
院
大
学
が
中
国
側
に
接
収
さ
れ
た
時
、
文
化
財
の
一
部
と

し
て
同
時
に
接
収
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
後
・
「
改
め
て
日
本
人

民
に
贈
る
」
と
し
て
日
中
友
好
協
会
（
内
山
完
造
理
事
長
）
を
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通
じ
、
日
本
へ
返
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
協
会
で
は
元
の
関

係
者
で
あ
る
熊
野
正
平
（
げ
て
野
崎
駿
平
（
同
）
、
坂
本

一
郎
（
却
）
並
び
に
鈴
木
捧
郎
（
日
）
を
招
集
し
、
カ
ー
ド
の

帰
属
に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、
全
員
一
致
で
愛
大
へ
引
き
渡

し
、
こ
れ
を
完
成
せ
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
こ
の

『
中
日
大
辞
典
』
は
昭
和
幻
年2
月
に
完
成
出
版
、
日
本
は
も

と
よ
り
中
国
で
も
名
著
と
し
て
賞
讃
さ
れ
、
愛
知
大
学
の
名
声

を
高
か
ら
し
め
て
い
る
）
。

も
っ
と
も
、
混
友
会
の
こ
の
よ
う
な
行
動
は
、
か
え
っ
て
愛

知
大
学
の
設
立
に
は
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
と
、
本
聞
は
次
の
よ
う

に
語
っ
て
い
る
（
前
掲
両
座
談
会
記
録
の
要
約
）
。

愛
大
と
書
院
と
は
ま
っ
た
く
関
係
は
な
い
の
だ
が
、
（
前
に

も
言
っ
た
よ
う
に
）
、
当
初
は
書
院
の
身
替
り
だ
と
し
て
目
を

つ
け
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
書
院
の
復
活
だ
と
か
、
身
替
り
だ
と

か
い
え
ば
、
す
ぐ
に
潰
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、
温
友

会
の
方
で
、
書
院
と
は
関
係
が
な
い
の
だ
と
盛
ん
に
言
っ
て
も

ら
っ
た
の
が
役
に
立
っ
た
。
僕
は
か
え
っ
て
あ
り
が
た
い
と
さ

え
思
っ
て
い
た
。

ま
た
、
本
聞
は
、
次
の
よ
う
に
も
語
っ
て
い
る
。

世
間
の
人
は
、
同
文
書
院
を
背
景
に
持
っ
て
居
た
か
ら
こ
そ
、

あ
れ
だ
け
の
愛
知
大
学
が
で
き
た
、
と
思
っ
て
い
る
。
愛
犬
の

設
立
に
当
た
っ
て
は
、
同
文
書
院
だ
か
ら
こ
そ
、
援
助
も
応
援

も
し
て
く
れ
た
。
も
し
、
同
文
書
院
と
何
も
関
係
な
し
に
大
学

を
設
立
す
る
と
な
れ
ば
、
と
て
も
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
」

愛
知
大
学
と
福
友
会
、
霞
山
会
と
親
密
な
関
係
を
も
っ
に
至
っ

た
経
緯
に
つ
い
て
、
私
は
『
沼
友
第
五
九
号
』
（
一
九
九
一
年
五

月
）
に
「
同
文
書
院
と
愛
知
大
学
の
関
係
、
愛
知
大
学
創
設
の
背

景
と
理
念
」
を
寄
稿
し
た
。
こ
の
稿
と
の
関
連
と
し
て
「
東
亜
同

文
書
院
記
念
基
金
」
（
約l
億
5

千
万
円
）
の
寄
託
お
よ
び
中
国

の
辛
亥
革
命
に
関
係
す
る
孫
文
の
資
料
「
山
田
良
政
・
純
三
郎
兄

弟
遺
品
」
の
愛
知
大
学
寄
贈
（
一
九
九
二
年
一
一
月
）
が
あ
る
。

幸
い
に
「
愛
知
大
学
東
亜
同
文
書
院
記
念
セ
ン
タ
ー
設
立
」
が
実

現
し
た
こ
と
は
、
愛
知
大
学
に
と
っ
て
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
る
。

三
、
愛
知
大
学
東
車
問
文
書
院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー
の
設
置

愛
知
大
学
と
東
亜
同
文
書
院
の
関
連
に
つ
い
て
、
愛
知
県
知
事

の
諮
問
的
会
合
の
「
あ
い
ち
の
文
化
懇
話
会
」
と
い
う
集
ま
り
で
、

そ
の
メ
ン
バ
ー
の
上
坂
冬
子
さ
ん
が
「
中
日
新
聞
」
（
一
九
九
三

年
四
月
三
O
日
）
に
寄
稿
し
、
最
後
の
と
こ
ろ
で
「
他
に
追
従
す

る
と
い
う
ん
じ
ゃ
な
く
、
他
の
水
準
を
無
視
し
て
独
自
の
水
準
を

作
り
上
げ
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
方
向
を
目
指
し
た
方
が
、
文

化
の
振
興
と
い
う
点
で
は
近
道
な
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
意
味
で
、
私
は
い
ま
愛
知
大
学
の
東
亜
同
文
書
院
セ
ン
タ
ー
に

と
て
も
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
愛
知
大
学
に
対
し
、
東
亜
同
文
書
院
セ
ン
タ
ー
設
置
が
も
っ
文

化
遺
産
の
継
承
の
意
義
と
期
待
を
述
べ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
上
海
東
亜
同
文
書
院
大
学
第
三
四
期
生
通
訳
従
軍
記

「
長
江
の
水
天
を
う
ち
｜
江
南
に
失
わ
れ
し
刻
を
求
め
て
』
（
興
学

社
平
成
五
年
四
月
）
の
編
集
後
記
に
、

「
こ
の
冊
子
は
戦
争
文
学
で
は
な
い
、
纏
ま
っ
た
も
の
で
も

な
い
。
当
時
志
を
共
に
し
た
同
期
生
の
無
心
に
語
っ
た
従
軍
記

が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
書
院
精
神
を
語
り
継
ぐ
も
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の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
信
じ
て
い
る
。
「
日
中
の
提
携
な

く
し
て
ア
ジ
ア
の
平
和
は
な
く
、
ア
ジ
ア
の
平
和
な
く
し
て
世

界
の
平
和
は
な
い
」
と
言
っ
た
孫
文
の
信
念
は
書
院
精
神
に
通

づ
る
も
の
が
あ
る
。

私
た
ち
は
将
来
の
日
中
の
普
隣
関
係
の
発
展
を
願
う
も
の
で

あ
る
。

書
院
創
学
九
O
周
年
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
福
友
会
が

発
行
し
た
『
福
城
に
時
は
流
れ
て
』
に
、
私
た
ち
の
従
軍
記
を

掲
載
し
て
も
ら
う
よ
う
努
力
し
た
が
、
余
り
膨
大
な
原
稿
で
全

部
を
掲
載
で
き
な
い
。
と
い
っ
て
選
択
し
て
代
表
作
を
載
せ
る

わ
け
に
も
い
か
な
い
の
で
、
わ
れ
わ
れ
独
自
で
発
刊
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
「
沼
地
域
に
時
は
流
れ
て
」
と
重
複
し

て
掲
載
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
の
で
ご
承
知
願
い
た
い
。
ま
た
、

従
軍
記
の
集
大
成
と
し
て
纏
め
よ
う
と
い
う
意
義
を
も
た
せ
る

た
め
に
、
既
刊
の
「
嵐
吹
け
吹
け
」
『
統
嵐
吹
け
吹
け
」
に
掲

載
さ
れ
た
も
の
か
ら
も
幾
つ
か
転
載
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
い

ち
い
ち
の
断
り
書
き
は
つ
け
て
い
な
い
。
（
長
島
龍
之
助
記
）
」

と
述
べ
、
さ
ら
に
「
福
城
に
時
は
流
れ
て
」
の
な
か
に
山
本
正

三
「
戦
果
雄
一
羽
」
に
愛
知
大
学
へ
の
希
望
を
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

「
た
だ
、
思
う
に
日
中
戦
争
の
日
本
側
の
主
要
な
原
因
は
、
軍

の
幹
部
が
西
欧
近
代
兵
学
の
優
等
生
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
彼

ら
が
そ
の
先
輩
で
も
あ
る
根
津
先
生
の
教
え
を
学
ん
で
い
な
か

っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
私
は
思
う
。
こ
の
判
断
は
非
常
に
短
絡

的
で
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
も
し
、
引
ヵ
条
条
約
に
断
固

反
対
さ
れ
た
先
生
の
教
え
を
学
ん
で
い
た
ら
、
歴
史
の
流
れ
は

別
の
展
開
を
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
根
津
精
神
を
建
学
の

原
点
と
し
て
創
設
さ
れ
た
東
E
同
文
書
院
の
残
り
火
も
、
い
ま

ま
さ
に
消
え
ん
と
し
て
い
る
。
誠
に
残
念
と
い
う
ほ
か
な
い
。

後
事
を
託
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
建
学
の
経
緯
か
ら
見
て
も
愛

知
大
学
を
お
い
て
ほ
か
に
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
愛
大
の
学
生

諸
君
、
果
た
し
て
そ
の
根
津
精
神
を
継
承
し
て
も
ら
え
る
だ
ろ

う
か
。
」

愛
知
大
学
東
亜
同
文
書
院
記
念
セ
ン
タ
ー
の
発
足
に
よ
っ
て
、

愛
知
大
学
が
そ
の
セ
ン
タ
ー
を
と
お
し
て
文
化
遺
産
の
継
承
か

ら
、
大
学
の
個
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
に
期
待
を
よ
せ
て
い
る
。
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園
、
占
領
下
で
の
愛
大
創
設
期
の
苦
悩

愛
知
大
学
の
創
設
期
に
、
上
海
に
あ
っ
た
東
亜
同
文
書
院
の
卒

業
生
で
あ
る
故
神
谷
竜
男
初
代
図
書
館
長
は
、
引
揚
学
生
な
ど
を

受
け
入
れ
る
候
補
地
に
昭
和
二
一
年
三
月
豊
橋
市
に
し
た
矢
先
、

進
駐
軍
か
ら
呼
出
し
を
う
け
た
。
そ
の
状
況
を
「
愛
知
大
学
創
設

前
後
」
（
『
愛
知
大
学
通
信
第
一
一
号
』
昭
和
五
一
年
一
二
月
）
で

述
べ
て
い
る
。

「
候
補
地
に
つ
い
て
の
運
動
を
し
て
い
る
途
上
、
名
古
屋
駐

屯
の
進
駐
軍
情
報
部
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
五
月
上
旬
頃
だ

っ
た
と
思
う
が
、
突
然
、
大
浜
警
察
署
を
通
じ
進
駐
軍
か
ら
の

出
頭
命
令
を
受
け
て
驚
い
た
。
そ
の
頃
、
日
本
は
占
領
管
理
下

で
、
進
駐
軍
は
絶
対
的
で
、
日
本
政
府
の
上
に
位
し
て
い
た
。

命
令
書
の
日
と
時
間
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
し
て
、
広
小
路
の

納
屋
橋
附
近
に
あ
っ
た
と
思
う
が
、
進
駐
軍
の
カ
マ
ポ
コ
兵
舎

を
訪
ね
た
。
最
初
は
家
族
の
こ
と
な
ど
か
ら
調
べ
ら
れ
、
以
後
、

一
週
間
に
一
回
の
割
で
、
計
六
、
七
回
に
及
ぶ
、
の
べ
一
か
月



余
に
百
一
る
取
り
調
べ
を
受
け
た
。

そ
の
問

、

東
亜
同
文
書
院
の

こ
と
に
も
及
ん
だ
。

同
文
書
院
が
昭
和
七
年

（
一九
三
二
年
）

の
上
海
事
変
の
際、
時
の
大
内
暢
三
院
長
に
よ
っ
て
、

あ
の
情

勢
の
上
海
か
ら
、
事
変
勃
発
後
、
直
ぐ
、
学
生
全
員
を
含
む
日

本
内
地

（長
崎
）
へ
の
引
き
揚
げ
を
敢
行
し
た
件
を
話
し
た
。

そ
の
こ
と
は
、

当
時
の
長
崎
の
新
聞
に
出
て
い
る
筈
だ
。
」

こ
の
よ
う
な
東
亜
同
文
書
院
の
精
神
（
反
軍
的
行
為
）
が
、

愛

知
大
学
創
設
と
占
領
軍
と
の
交
渉
に
お
い
て
無
関
係
で
は
な
か
っ

た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
が
昨
今
の
東
亜
同
文
住
院
の
再日評価
に
つ
な

が
り
、

そ
の
人
脈
〈
荒
尾
・
根
津

・

近
術
↓
大
内
↓
本
間

・
小
岩

井
・

神
谷
〉
と

し
て
の
流
れ
が
あ
る
。

そ
の
精
神
が
「
世
界
平
和

へ
の
教
育
が
果
た
す
役
割」
と
し
て
、
愛
知
大
学
の
建
学
理
念
に

つ
な
が
っ
て
お
り
、
併
せ
て

、

愛
知
大
学
と
中
国
の
関

係
に
研

究
・

教
育
的
な
配
慮
が
求
め
ら
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
関
連
か
ら
創
設
者
本間
喜
一
の
愛
大
創
設
期
の
苦
悩

談
を
次
に

『東
亜
同
文
書
院
大
学
史
』
か
ら
転
載
し
て
お
く
。

「
愛
知
大
学は
、
翌
二
二
年

一
月
か
ら
予
科
を

、

凹
月
か
ら
法

経
学
部
を

開
設
し
た
が
、

こ
の
開
校
に
対
し
て
は
、

当
初
進
駐

車
側
か
ら

「ス
パ
イ
学
校
同
文
書
院
」
の
復
活
と
し
て
強
い
圧

迫
が
あ
っ
た
。

当
時
の
模
様
を
後
年
本
聞
は
大
要
次
の
ご
と
く

語
っ
て
い
る
（
『握
友
第
二
二
号
」
所
載
「
終
戦
前
後
の
舎
院

大
学
を
語
る
座
談
会
記
録
」
およ
び

『泥
友
第
四
一
号
」
所
載

座
談
会
「
書
院
廃
校
・
愛
大
創
立
当
時
の
回
想
」
よ
り

）

二
二
年
三
月
、
突
然
名
古
屋
軍
政
部
、
東
海

・

北
陸
軍
政
部

、

京
都
軍
政
部
の
将
校
数
名
が
、
愛
大
を
同
文
書
院
の
復
活
と
思

い
、

書
院
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
と
調
査
に
や
っ
て
来
た
。
「同

文
書
院
は
国
費
で
や
っ
て
い
た
。

そ
れ
に
は
何
か
義
務
が
あ
っ
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ン
に
で
き
た
「
ハ
ル
ピ
ン
学
院
」
は
、
上
海
の
「
東
亜
同
文
書

院
」
と
同
じ
だ
。
同
文
書
院
は
数
年
間
ス
パ
イ
術
を
教
え
、
そ

れ
を
官
庁
や
会
社
な
ど
に
芭
属
し
、
あ
る
者
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の

な
か
に
と
け
こ
ん
で
、
終
生
ス
パ
イ
を
忘
れ
な
い
」
と
書
い
て

い
る
。
こ
れ
が
彼
ら
米
国
人
の
常
識
な
ん
だ
。
ま
た
中
国
側
も

神
経
質
に
な
っ
て
い
て
、
二
一
年
一
一
月
に
愛
大
の
設
立
が
認

可
に
な
っ
た
二
週
間
ぐ
ら
い
後
に
、
上
海
の
大
公
報
は
、
豊
橋

で
同
文
書
院
が
愛
知
大
学
と
し
て
復
活
し
た
と
書
い
て
い
た
。

僕
は
「
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
ん
だ
」
と
い
っ
た
が
、
い
っ
か

な
承
知
し
な
い
。
ど
う
せ
学
校
を
潰
し
に
来
た
と
思
っ
た
か
ら
、

「
日
本
政
府
は
出
資
し
た
ら
受
益
者
に
義
務
を
負
わ
せ
る
よ
う

な
合
理
的
な
取
り
扱
い
は
し
て
い
な
い
。
日
本
が
ア
メ
リ
カ
の

よ
う
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
事
を
運
ん
で
い
た
ら
、
こ
ん
な
馬
鹿
な

戦
争
は
し
な
か
っ
た
ろ
う
し
、
ま
た
戦
争
を
し
て
も
負
け
は
し

な
か
っ
た
ろ
う
」
と
い
っ
て
や
っ
た
。
そ
し
た
ら
、
「
よ
し
、

わ
か
っ
た
」
と
い
い
「
同
文
書
院
の
教
授
を
こ
れ
以
上
愛
大
へ

入
れ
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
条
件
を
つ
け
て
、
愛
大
の
存
立

を
認
め
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
た
め
小
竹
君
や
久
重
君
を

採
用
で
き
な
く
な
っ
た
。

そ
の
後
、
僕
は
三
ベ
ん
ぐ
ら
い
名
古
屋
の
C
I
C

に
呼
ば
れ

「
卒
業
生
が
パi
ジ
に
な
っ
て
い
る
（
注
…
昭
和
一
二
年
七
月

七
日
以
降
の
書
院
卒
業
生
は
教
職
パ
l

ジ
に
な
っ
て
い
た
）
の

に
、
お
前
が
パ
l

ジ
に
な
ら
な
い
の
は
お
か
し
い
」
と
い
う
。

「
士
官
学
校
や
兵
学
校
の
卒
業
生
は
パ
！
ジ
に
な
っ
た
が
、
教

官
は
個
人
審
査
を
受
け
て
パ
！
ジ
に
な
っ
て
い
な
い
。
わ
れ
わ

れ
も
文
部
省
の
個
人
審
査
を
受
け
て
い
る
」
と
、
説
明
し
た
ら

納
得
し
た
が
、
教
職
員
パ
！
ジ
規
則
を
改
正
し
て
、
書
院
教
授

の
う
ち
学
長
と
か
部
長
な
ど
の
責
任
者
は
パ
l

ジ
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
但
し
書
き
つ
き
で
、
「
既
に
資
格
を
認
可
さ
れ
た
者

は
、
そ
の
学
校
に
限
り
さ
し
っ
か
え
な
し
」
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。
」

確
か
に
愛
大
の
創
設
準
備
に
当
た
っ
て
危
倶
を
抱
い
た
問
題
と

し
て
、
「
同
文
書
院
が
軍
に
協
力
し
た
ス
パ
イ
学
校
で
あ
る
」
と

誤
り
伝
え
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
（G
H
Q

）
も
そ
の
よ
う
に

み
て
い
た
。
そ
の
こ
と
が
卒
業
生
を
学
校
か
ら
教
職
追
放
（
パ
ー

ジ
）
に
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
愛
知
大
学
の
創
設
は
無
理
で
は

な
い
か
と
心
配
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
間
題
は
愛
知
大
学
の

創
設
と
関
連
し
て
本
問
、
神
谷
先
生
が
度
々
、
G
H
Q

に
呼
び
出

さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
点
は
、
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
の
寛
大
な
処
理
、

中
国
の
寛
容
な
対
応
が
、
愛
知
大
学
の
創
設
に
か
か
わ
っ
た
の
で

あ
る
。
「
東
亜
同
文
書
院
が
ス
パ
イ
学
校
」
へ
の
反
論
を
大
城
立

裕
（
四
四
期
、
芥
川
賞
受
賞
作
家
）
は
、

「
同
文
書
院
に
た
い
し
て
ま
っ
た
く
局
外
に
あ
る
人
な
ら
ば
、

一
言
で
「
ス
パ
イ
の
親
玉
」
と
片
付
け
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、

私
た
ち
の
場
合
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
こ
の
よ
う
な
行
動
の
あ

と
に
「
東
亜
同
文
書
院
」
と
い
う
も
の
を
構
想
し
た
、
そ
の
思

想
の
成
立
ち
を
、
で
き
る
だ
け
善
意
で
（
と
い
う
こ
と
は
、
今

日
か
ら
み
て
否
定
的
な
批
判
を
し
す
ぎ
な
い
よ
う
な
線
で
）
理

解
し
た
い
、
と
い
う
願
望
を
す
て
き
れ
な
い
。
「
ス
パ
イ
の
親

玉
」
と
い
う
こ
と
と
「
日
支
提
携
」
と
い
う
こ
と
と
が
、
矛
盾

す
る
こ
と
な
く
両
立
す
る
こ
と
を
願
う
も
の
だ
し
、
こ
の
「
橿

友
」
誌
に
は
、
そ
の
よ
う
な
理
解
に
裏
付
け
ら
れ
た
詩
文
が
、

毎
号
の
よ
う
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
両
立
に
は
、
い
く
つ
も
の
資
料
、
論
理
の
ク
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ツ
シ
ョ
ン
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
を
心
得
て
い
な
い
こ

と
が
、
悔
し
い
。
私
の
小
説
は
、
い
わ
ば
そ
の
苦
し
み
を
吐
露

し
た
よ
う
な
も
の
で
も
あ
る
。
」

と
「
書
院
文
化
史
の
願
い
」
（
『
福
友
第
五
七
号
』
一
九
八
八
年

一
O
月
）
の
稿
で
述
べ
て
い
る
が
、
最
近
に
な
っ
て
同
文
書
院
の

再
評
価
が
学
会
な
ど
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
愛
知
大
学
と
東
亜
同
文
書
院
の
関
係
に
つ
い
て
、
ユ

ニ
バ
l

シ
テ
ィ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
視
点
か
ら
「
愛
大
と
書

院
」
と
の
関
係
の
文
献
を
紹
介
す
る
た
め
に
私
は
『
混
友
第
五
九

号
」
（
一
九
九
一
年
五
月
）
に
「
同
文
書
院
と
愛
知
大
学
の
関
係
、

愛
知
大
学
創
設
の
背
景
と
理
念
」
を
寄
稿
し
た
。
こ
の
機
に

「
東
亜
同
文
書
院
記
念
基
金
」
（
一
九
九
三
年
五
月
現
在
、
約
一
億

五
千
万
円
）
の
寄
託
お
よ
び
中
国
の
辛
亥
革
命
に
関
係
す
る
孫
文

の
資
料
「
山
田
良
政
・
純
三
郎
兄
弟
遺
品
」
の
愛
知
大
学
寄
贈

（
一
九
九
二
年
一
一
月
）
が
さ
れ
て
い
る
。

愛
知
大
学
が
二
一
世
紀
に
向
け
て
構
想
す
る
場
合
に
、
建
学
の

理
念
を
再
構
築
す
る
必
要
性
を
強
調
し
た
い
。
こ
れ
は
、
愛
知
大

学
が
東
亜
同
文
書
院
の
文
化
遺
産
を
継
承
し
、
愛
知
大
学
の
建
学

の
理
念
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
幸
い
に

も
「
愛
知
大
学
東
亜
同
文
書
院
記
念
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
が
実
現

し
た
の
で
あ
る
。

五
、
建
学
の
精
神
の
再
構
築
へ
の
期
待

大
学
審
議
会
で
の
主
要
な
目
標
と
し
て
大
学
の
個
性
化
が
求
め

ら
れ
、
特
に
、
私
立
大
学
に
あ
っ
て
は
国
・
公
立
大
学
と
の
相
違

を
明
確
に
し
、
建
学
の
精
神
と
U

・
I

（
ユ
ニ
バl
シ
テ
ィ
・
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
大
学
の
組

織
と
し
て
の
一
体
性
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
外
か
ら
見
た
イ
メ

ー
ジ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
教
育
の
個
性
化
、
特
色
づ
く
り
の
た
め
に

も
そ
れ
は
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
教
員
・
職
員
・
学
生
が
一
体
と

な
れ
る
シ
ン
ボ
ル
が
組
織
活
性
化
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。
立

命
館
大
学
は
、
「
学
祖
・
西
国
寺
公
望
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
東
洋

大
学
は
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

U
・
I

の
要
と
し
て
い
る
。

「
私
立
大
学
は
、
そ
の
創
設
者
の
教
育
へ
の
情
熱
を
基
調
と
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
」
つ
ま
り
大
学
運
営
の
基
本
は
創
設
理
念

に
よ
る
こ
と
が
一
般
的
で
、
臨
時
教
育
審
議
会
に
お
い
て
も
「
建

学
の
理
念
」
を
強
調
し
な
が
ら
、
芭
蕉
の
「
不
易
流
行
」
の
論
理

を
訴
え
て
い
る
。
芭
蕉
の
「
不
易
流
行
と
は
、
不
易
は
永
遠
に
変

わ
ら
な
い
も
の
。
流
行
は
そ
の
時
々
の
新
風
の
こ
と
。
こ
の
二
体

の
風
雅
は
誠
か
ら
出
る
も
の
で
根
本
は
ひ
と
つ
で
あ
る
。
」
こ
の

言
葉
は
臨
時
教
育
審
議
第
二
次
答
申
の
「
第
三
節
未
来
か
ら
挑

戦
」
に
お
け
る
「
（1
）
教
育
に
お
け
る
不
易
と
流
行
」
の
項
に

あ
る
（
『
文
部
時
報
」
昭
和
六
二
年
八
月
｜
臨
教
審
答
申
総
集
編
、

九
O
頁
1

九
一
頁
）
。
こ
の
考
え
を
参
考
に
、
次
の
よ
う
な
期
待

が
前
提
に
な
ろ
う
。

愛
知
大
学
で
は
、
幸
い
に
も
「
愛
知
大
学
東
亜
同
文
書
院
大
学

記
念
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
が
掘
友
会
と
愛
知
大
学
の
問
で
、
ま
と

ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
。
あ
ら
た
め
て
大
学
創
設
の
理

念
が
問
い
直
さ
れ
る
と
同
時
に
、
大
学
の
発
展
は
個
性
化
へ
の
志

向
が
基
本
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

53 




